
学校番号 １０６ 

令和５年度 武道科 

 

教科 体育 科目 スポーツ（男子） 単位数 １単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等 アクティブスポーツ（大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

それぞれの競技に定められたルールや条件を理解し、記録や勝敗を競い、自己に適した目標や課題を適

切に設定して練習に取り組み、その課題を解決できるようにしましょう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

それぞれの競技に対して、専門的な理解と基本的な技能の習得を目指した主体的、合理的、計画的

な実践を通して、自己の課題を解決できるようにするとともに、生涯を通してスポーツの振興発展

にかかわることができる資質や能力を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

様々な競技の学習に

主体的に取り組むと

ともに、ルールやマナ

ーを守ることができ

る。 

役割を積極的に引き

受け自己の責任を果

たそうとすること、仲

間と話し合うなど、協

力して競技に取り組

むことができる。 

自己の課題を解決す

るとともに生涯を通

してスポーツの振興

発展にかかわること

ができるよう、これら

の知識を活用して、課

題の設定や適切な選

択、活動の評価、目標

の修正や練習計画の

組み立てなどができ

るようにする 

様々な競技の楽しさ

や喜びを深く味わう

とともに、スポーツ

の中から自己の能

力・適性等に応じて

競技を選び、自己の

能力を最大限に発揮

し専門的な技や技能

の習得ができるよう

にする。 

合理的な練習法や練

習計画の立て方、体

力の高め方、課題解

決の方法、審判法や、

初歩的な指導法、運

動観察や動作分析の

仕方などを理解する

ことができるように

する。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 受講態度の観察 受講態度の観察 

技能テスト 

受講態度の観察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
～
２
学
期 

ネ
ッ
ト
型
・水
泳 

ネット型：バドミントン 

水泳：バタフライ・メドレー 

〇 〇 〇 〇 a: バドミントンの楽しさを味

わうことができるよう、ルール

やマナーを理解しようとする。

自己の責任を果たし、健康・安

全を確保して学習に自主的に

取り組もうとしている。 

b: ねらいに応じて健康の保持

増進や調和のとれた体力の向

上を図るための運動の計画を

立てるとともに、自己の課題に

応じた運動の取り組み方を工

夫している。 

c: ネット型スポーツにおける

技能を課題に応じて工夫して

いる。 

d: スポーツの歴史や特性につ

いて理解を深める。ルールを理

解している。 

受講態度の

観察 

技能テスト 

３
学
期 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ 

アルティメット 〇 〇 〇 〇 a: アルティメットの楽しさを

味わうことができるよう、ルー

ルやマナーを理解しようとす

る。 

b: ねらいに応じて健康の保持

増進や調和のとれた体力の向

上を図るための運動の計画を

立てるとともに、自己の課題に

応じた運動の取り組み方を工

夫している。 

c: チームにおける協調性と実

践する技能を課題に応じて工

夫している。 

d: スポーツの歴史や特性につ

いて理解を深める。ルールを理

解している。 

受講態度の

観察 

技能テスト 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度      b:思考・判断 

c:運動の技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


